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令和７年国勢調査人口等基本集計結果 

（令和８年９月 29 日総務省公表） 

 

鹿児島県の要約 

 

 

総人口及び男女別人口 

 

 

○ 令和７年 10月１日現在の本県の人口（確定値）は１，５１１，７８３人 

○ これまでの戦後最少人口である令和２年の１，５８８，２５６人から 

７６，４７３人の減少（令和２年から４．８％減少、年平均０．９６％減少） 

○ 本県人口は全国２４位（令和２年と同順位） 

○ 男性７１５，７６７人(４７．３％)、女性７９６，０１６人(５２．７％) 、人口

性比（女性 100 人に対する男性の数）は、８９．９％ 

 

全国の人口は１億２，２９７万２，５２８人（令和７年 10月１日現在） 

大正９年の調査開始以来、初めて減少した平成 27 年、令和２年に引き続き減少 

し、減少幅は拡大 
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○ １市で増加、42 市町村で減少 

 

・ 市町村別にみると、人口が最も多いのは鹿児島市（５８０，５４９人）で、次い

で霧島市（１２０，３３０人）、鹿屋市（９６，０２５人）となっている。 

・ 人口が最も少ないのは、三島村（３６１人）、次いで十島村（６４１人）、大和村

（１、２８９人）となっている。 

・ 令和２年から人口が増加したのは、姶良市（＋５２０人）で、その他の４２市町

村は減少している。 

・ 減少数が大きいのは、鹿児島市（△１２，５７９人）、 鹿屋市（△５，０７１

人）、薩摩川内市（△４，７８５人）などとなっている。 

･ 人口減少率が最も高いのは、南大隅町（△１７．５％）、次いで錦江町 

（△１７．３％）、十島村（△１３．４％）などとなっている。 
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年齢別の状況 

 

 

○ 本県の総人口に占める 15 歳未満人口の割合は１３．１％から１２．１％に低下 

○ 15 歳～64 歳人口の割合は５４．４％から５３．４％に低下 

○ 65 歳以上人口の割合は３２．５％から３４．５％に上昇 

 

 

・ 15 歳未満人口は１８３，２８９人（県総人口の１２．１％）、15～64 歳人口は 

８０６，８５１人（同５３．４％）、65歳以上人口は５２１，６３３人 

（同３４．５％）。 

・ 65 歳以上人口の割合は、令和２年から２．０ポイント増加し、全国 

（２９．４％）よりも５．１ポイント高い。 

・ 市町村ごとに 65 歳以上人口の割合をみると、南大隅町（５２．６％）が最も高

く、次いで錦江町（５０．５％）、宇検村（４７．４％）と続き、４０市町村で 

３０％を超えている。 

一方、最も低いのは三島村（２６．３％）で、次いで十島村（２９．３％）、霧島

市（２９．８％）となっている。 

・ 15 歳未満人口の割合をみると、三島村（２４．７％）が最も高く、次いで十島村

（２０．１％）、龍郷町（１５．１％）となっている。三島村は全国でも最も高い割

合となっており、十島村は全国で２番目の高い割合となっている。 
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世帯数の状況 

 

 

○ 本県の総世帯数は７２３，３４２世帯 

○ 一般世帯数は７２０，２４７世帯で、一般世帯の１世帯当たりの人員は２．０２人 

 

・ 総世帯数は、７２３，３４２世帯で、令和２年の７２８，１７９世帯から 

４，８３７世帯減少。 

・ 一般世帯数は、７２０，２４７世帯で、令和２年の７２５，８５５世帯から 

５，６０８世帯減少している。１世帯当たり人員は、令和２年の２．１１人から

２．０２人へと減少。 
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〇利用上の注意 

本文及び図表中の年齢別人口の数値、割合については、不詳補完値を用いて算出

している。 

また、５年前との比較においては、令和２年国勢調査結果も同様に不詳補完値を

用いている。 

※不詳補完値・・・集計結果に含まれる「不詳」をあん分等によって補完した数値

なお、不詳補完値の算出方法については、総務省統計局「令和

７年国勢調査 人口等基本集計結果 結果の概要」を参照 


